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18．副甲状腺腫瘍のシンチグラム像

核医学　21巻10号（1984）
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　過去11年間で，副甲状腺シンチグラフィおよび手術

を施行した副甲状腺腫瘍は，女性1例，男性4例の5例

であった．75Seでは3例中1例，　L’OITIでは3例中2例

に病巣が陽性に描画された．201Tlでは3gの腫瘍でも

陽性に描画されたが，75Seでは3gの腫瘍は描画され

ず，0．4gの腫瘍では，いずれの核種においても描画さ

れなかった．副甲状腺シンチグラフィで病巣が陽性に描

画された症例は5例中3例であったが，病巣の描画部位

と腫瘍の存在部位とは全例一致していた．

　以上より，非侵襲的な検査法である副甲状腺シンチグ

ラフィ，とくに201Tlと99mTcとのsubtraction　scinti－

graphyは，副甲状腺腫瘍の術前の局在診断法として有

用であると考えられる．
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　褐色細胞腫の診断における1311－MIBGシンチグラフ

ィについて，自験5症例を対象として検討した．正常体

内分布では，膀胱，肝，脾，唾液腺が高頻度に淡く描出

され，また，心が描出されることもあった．禍色細胞腫

の診断では，sensitivity，　specificityともに高率であった．

副作用は全く認められなかった．

　以上，非侵襲的で，容易に全身像が撮れるという点か

ら，副腎内外の褐色細胞腫の検出やその転移巣，再発巣

の検出，モニタリングに有用であると考えられた．

20．副腎シンチグラムの臨床的検討
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　1311一アドステロールを用いた副腎シンチグラムを，副

腎疾患18例（アルドステロン症8例，クッシング症候

群8例，ホルモン非産生性腫瘍2例）および，正常者5

例，計23例について検討した．シンチスキャナーにて

撮影したシンチフィルム上より，デンシトメーターにて，

副腎のuptakeを測定し，カウント比（C．R．＝病側／健側）

を求めた．正常者のC．R．は，1．176土0．146であった．

腫瘍重量とC．R．は，正の相関を示したが，重量増加例，

特に癌腫では，逆に低値であった．アルドステロン症で

は，デキサメサゾン負荷試験の併用により，CR．は上

昇し，診断が容易となった．また，腺腫と過形成の鑑別

にも有用であった．クッシング症候群を呈する腺腫は

C．R．が有意に高値であり，逆に癌腫では有意に低値で

あった．C．R．は，　u－17－OHCSとは正の相関を示したが，

u－17KS，血中アルドステロン，およびコーチゾール値

とは一定の傾向は認めなかった，
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　陰のうの腫脹，疹痛，不快感をきたす疾患のうち，特

に救急的処置を必要とする捻転と，男性不妊の面から，

精索静脈瘤の有無を早期に診断することは臨床上重要で

ある．われわれは昭和55年2月より昭和59年5月ま

でに捻転と副睾丸炎あるいは他の原因による陰のうの腫

脹をきたし，捻転との鑑別を必要としたもの32例，精

索静脈瘤の疑い30例，その他陰のう内容疾患12例（停

留睾丸4例，睾丸腫瘍4例，外傷4例）につきScrotal

Scintigraphyを施行した．方法としてTc－99m－pertech－

netateまたはTc－99m－HSAをbolus注入し，　angiogra－

phic　phaseとstatic　phaseにて検討を行った．　Scillti一
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